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会 議 録  

会 議 の 名 称 第１回行田市補助金等調査委員会  

開 催 日 時     平成２７年６月１９日（金）  

   開会；午後２時・閉会；午後３時  

開 催 場 所 行田市役所  ２階  ２０３会議室  

出席者（委員） 

氏 名 

秋山義継委員、吉田幸一委員、小川栄一委員、有田親史委員、  

矢田千賀子委員、江黒早苗委員  

 

 

欠席者（委員） 

氏 名 

なし  

事 務 局 
財政課：横田課長、近藤主幹、川上主査、髙澤主事  

 

会 議 内 容 

（１）  委員の委嘱  

（２）  諮問  

（３）  趣旨の内容説明  

（４）  今後の委員会の進め方  

会 議 資 料 

（資料名・概要等）  

○補助金等調査委員会説明資料  

 

そ の 他 必 要 

事 項 

傍聴者  なし  
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事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

秋山会長  

 

事務局  

 

秋山会長  

 

 

 

吉田委員  

 

 

１  開会  

２  委嘱状の交付  

３  市長あいさつ  

４  自己紹介  

（委員順番に各自自己紹介。その後、事務局紹介。）  

５  会長の選出  

・会長に秋山委員を選出。  

６  会長代理の選出  

・会長代理に吉田委員を指名。  

７  諮問  

（行財政改革に伴う補助金等の適正な見直しについて委員会へ諮問） 

８  会長あいさつ  

（秋山会長あいさつ）  

９  議事  

・  会議の公開、非公開の取扱いについては、個人情報を取扱うこと

がないことから、原則公開とする。  

・  また、会議録についても、委員名を明記した上で要点筆記とし、

市政情報コーナー及び行田市のホームページにおいて公開する。  

・  行田市の行財政改革に伴う補助金等の適切な見直しについて、ま

ず始めに、事務局から内容の説明を求める。  

（今後のスケジュール・会議内容・補助金等の見直しの方向性など

を説明）  

・  ただいまの事務局の説明について、確認や質問事項はあるか。  

・  補助金等も費用対効果ばかりだけでなく、必要とする内容的な吟

味が必要になることもあるのではないか。必要に応じて、事務局

に背景の説明を求めたい。  

・  ２点質問させていただく。１点目は、補助金等の「見直しの視点」

の６項目があるが、前回の答申から１０年以上が経過したという

ことで、前回の見直しの視点と、今回の見直しの視点がどのよう
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秋山会長  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉田委員  

 

 

事務局  

 

 

に変わっているのか。  

・  ２点目は、１０年間における補助金等の増減を教えていただきた

い。また、補助金等の「見直しの視点」の６項目について、事務

局としての考え方を提示していただきたい。  

・  答申から１０年以上が経過しているとあったが、当然、行政評価

等もこれまでやってきたと思うが、様々な点を含めて次回のヒア

リングをお願いしたい。  

・  １０年以上という表現をしたが、平成１３年に最終答申をして以

来なかなか手を付けられなかった分野である。  

・  各種団体等への補助金等については、毎年度の予算査定において

団体の執行状況等を判断して、精査を行ってきたが、諮問・答申

という形では着手できていなかった。今回、行財政改革プログラ

ムの項目に掲げ、補助金等の見直しを全庁挙げて取り組んでいく。 

・  また、補助金等の「見直しの視点」については、平成１３年に答

申をいただいたときの考え方と変わっていない。これは、補助金

等を交付している視点が当時と変わっていないためである。金額

は変化してきたところはあるが、「見直しの視点」は、６項目に凝

縮されるのではないかというのが事務局としての意見である。  

・  前回の補助金等調査委員会の最終的な答申は、個々に触れている

ものが少なかった。チェックシートのように、こういう観点で見

直して欲しいという指針を作り、これを参考に各部署で自主的に

見直してもらうというところで留まった経緯はある。それでその

時に定めた視点をそのまま今回も活用している。  

・  補助金等の「見直しの視点」が１０年前と変わっていないという

ことだが、今回の補助金等の見直しで、どこまで議論をしていっ

てよいのか。  

・  個々の補助金等について、可か不可かという議論は非常に難しい

と考える。ヒアリングでは、各課は ”必要 ”という説明に終始する

かと思われる。そういった中で、金額が少額であるから不要であ
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秋山会長  

 

 

 

 

事務局  

 

秋山会長  

事務局  

秋山会長  

 

事務局  

秋山会長  

小川委員  

 

 

 

事務局  

有田委員  

 

 

 

 

 

 

 

るとか、ずっと継続しており、目的自体がなくなっているのでは

ないかとか気づいた点があれば発言してもらう形式でお願いした

い。  

・  社会経済の環境の変化の中で、行財政のあり方について我々が補

助のあり方についての意見を述べ、事務局がまとめるということ

よいか。  

・  また、全体としてどうするかというところまで、個別の補助金等

に対して、自分の判断で意見を述べるということでよいか。  

・  そのとおりである。委員から出された意見を反映させて答申案を

作成し、委員の了承を得て決定していく。  

・  逆の視点だが、新しい補助金等が必要という発想が出てもよいか。 

・  新設も場合によってはあり得る。  

・  補助金等の名称等も今の時代に即していないといったものの検討

もあってもよいのではないか。  

・  結構である。  

・  他に意見はあるか。  

・  補助金等の見直しにあたり、行田市第５次総合振興計画に基づい

た市としての計画を達成していくために必要な団体に対する補助

金等、事業費に対する補助金等もあると思うが、そういったこと

も度外視して、委員として率直な意見を出してもよいか。  

・  結構である。  

・  配布資料を見て、民間企業の立場からすると違和感がある。企業

はあるべき姿があり、それに基づいて予算を付けて、どのように

やっていこうかと考える。本市もそれと同じように、今後行田市

はこのような市になっていこうとする姿があって、その目的を達

成するための補助金等であるべきだと思う。  

・  資料を見る限り、個々の補助金等がどのように市のためになるの

かが分からないので、市政のどこに関わっているのかのコメント

が欲しい。  
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事務局  

 

秋山会長  

矢田委員  

秋山会長  

江黒委員  

事務局  

秋山会長  

 

 

吉田委員  

秋山会長  

 

 

事務局  

 

秋山会長  

・  小川委員、有田委員からの指摘のとおり、総合振興計画において

どの分野に位置づけられているのかを事務局でとりまとめたい。  

・  矢田委員はどうか。  

・  資料を精読した上で意見を述べたいと思う。  

・  江黒委員はどうか。  

・  資料の見方を詳しく説明してほしい。  

（「補助金等見直しシート」の見方を説明）  

・  委員からの多様性のある意見を事務局でうまく取りまとめて

もらいたい。  

・  他に委員からの意見はあるか。  

・  ヒアリングの時間を十分に取っていただきたい。  

・  他に委員からの意見はあるか。  

（なし）  

・  本日の議事を終了とする。  

・  次回の会議の日程を決めたい。  

 （７月３０日（木）午後１時３０分の開催が決定）  

・  以上をもって第１回補助金等調査委員会を閉会する。  

＜閉会＞  

 


